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  (現地調査) 

表４-20 現地調査成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

現地調査空中写真  (対象外) /CHIKEI/OTHRS CZ*J1nnn.XXX 

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK/SATU_* CZ*G1nnn.PDF 

 

 【運用基準】 

1) 現地調査空中写真の納品方法については、受発注者間の協議により決めるこ

ととする｡ 

2) 精度管理表については、PDF 形式で納品する｡ 

 
【解説・補足】 

1) 現地調査は、現状では電子処理での生産は当面見込めないため、現地調査空

中写真は電子納品の対象外となっている。 

2) 現地調査空中写真の納品方法については、従来通りの納品が相応しい。 

3) 精度管理表をスキャナでイメージ化する場合には、「４-１-２（1）1）アナ

ログ資料のスキャニング」に留意する。 

 
  (空中三角測量) 

表４-21 空中三角測量成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

空中三角測量成果表  TXT /CHIKEI/WORK/KUSAN_* CK*E1nnn.TXT

空中三角測量実施一覧図  PDF /CHIKEI/WORK/KUSAN_* CK*F1nnn.PDF

パスポイント･タイポイン

ト表示密着ポジフィルム 

 (対象外) － － 

パスポイント･タイポイン

ト表示密着空中写真 

 (対象外) － － 

基準点残差表  TXT /CHIKEI/WORK/KUSAN_* CK*E2nnn.TXT

座標測定簿  TXT /CHIKEI/WORK/KUSAN_* CK*E3nnn.TXT

計算簿  TXT /CHIKEI/WORK/KUSAN_* CK*E4nnn.TXT

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK/KUSAN_* CK*G1nnn.PDF
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 【運用基準】 

1) 空中三角測量成果表、基準点残差表、座標測定簿および計算簿については、

TXT 形式で納品する｡TXT 形式は別途定める｡ファイルは、それぞれ 1 ファイ

ルとする｡ 

2) 空中三角測量実施一覧図については、PDF 形式で納品する。また、受発注者

間の協議により PDF 形式に加え CAD 形式でも納品することができる｡ 

3) PDF 形式での空中三角測量実施一覧図は図の縮尺に準じて電子化を行うこと

とし、解像度は、必要な地図、記載事項等が明瞭によくわかる 200 dpi 以

上とする｡ 

4) 空中三角測量実施一覧図のファイルは、測量区域単位で作成するが、当図の

大きさがスキャナの走査範囲より大きい場合は適宜分割して作成する｡その

場合も図の縮尺に準じて電子化することとする｡ 

ファイルは、図単位で作成するものとするが、複数にまたがる場合は、ファ

イル画面の上部にインデックス(位置関係説明図)を入れることとする｡ 

5) 精度管理表については PDF 形式で納品する｡ 

 
【解説・補足】 

1) 空中三角測量成果表のファイル仕様は、次の通りとする。 
• 空中三角測量成果表フォーマットは１行１レコードのテキストファイル

とする。 
• 文字コードは、ASCIIコードとする。 
• データの項目はスペースもしくはタブによって区切るものとする。 
• レコード記述方法は、データ区分を用いて地上座標(POINT)と外部標定要
素(PHOTO)をひとつのファイルに記述する。データの範囲は、別のデー
タ区分が出現するか、ファイルが終了するまでとする。なお、外部標定要

素はオプションとする。 
• 空中三角測量成果表は必須項目を含む関連データをフリーフォーマット

で記述する。必須項目は、次の通りである。 
POINT ：点番号、調整後の座標 X,Y,Z 
PHOTO：写真番号、主点位置 X0、Y0、Z0、ω、φ、κ 

• 位置の単位はｍとし、角度の単位は度を標準とする。 
• 出力する座標系は数学座標系を標準とする。 
• 座標軸の回転の順番は、ω、φ、κの順とする。 
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2) 基準点残差表のファイル仕様は、次の通りとする。 
• 基準点残差表フォーマットは１行１レコードのテキストファイルとする。 
• 文字コードは、ASCIIコードとする。 
• レコード記述方法は、データ区分を用いて基準点残差表（GCPRES）、
空中三角測量タイポイント較差表（TIERES1）、パスポイントおよびタ
イポイント残差一覧表（独立モデル法）（TIERES2）、交会残差一覧表
（バンドル法、セルフキャリブレーション付きバンドル法）（TIERES3）
をひとつのファイルに記述する。データの範囲は、別のデータ区分が出現

するか、ファイルが終了するまでとする。なお、空中三角測量タイポイン

ト較差表（TIERES1）、パスポイントおよびタイポイント残差一覧表（独
立モデル法）（TIERES2）、交会残差一覧表（バンドル法、セルフキャ
リブレーション付きバンドル法）（TIERES3）は、採用した調整法によ
って選択する。 

• 基準点残差実データは、必須項目を含む関連データをフリーフォーマット

で記述する。必須項目は、次の通りとする。 
 点番号、基準点残差 dx、基準点残差 dy 

• タイポイント較差実データ（多項式法）は、必須項目を含む関連データを

フリーフォーマットで記述する。必須項目は、次の通りとする。 
 点番号 タイポイント較差 dx,dy,dh 

 POINT 必須項目 

PHOTO 必須項目 
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• パスポイントおよびタイポイント残差実データ（独立モデル法）は、必須

項目を含む関連データをフリーフォーマットで記述する。必須項目は、次

の通りとする。 
 点番号 パスポイント・タイポイント残差 dx,dy,dh 

• 交会残差一覧表（バンドル法、セルフキャリブレーション付きバンドル法）

のタイポイント残差実データは、必須項目を含む関連データをフリーフォ

ーマットで記述する。必須項目は、次の通りとする。 
 点番号 パスポイント・タイポイント交会残差 dx,dy 

• 単位は地上座標系の値を表す場合はｍ、写真上の値を表す場合は mm も
しくはμｍを標準とする。 

• 出力する座標系は数学座標系を標準とする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TIERES3 必須項目 
この例では写真毎に表

GCPRES 必須項目 
この例では平面の残差を

表示。 

GCPRES 必
須項目 
この例では標

高の残差を表

示。 
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3) 座標測定簿のファイル仕様は、次の通りとする。 
• 座標測定簿フォーマットは１行１レコードのテキストファイルとする。 
• 文字コードは、ASCIIコードとする。 
• データの項目はスペースもしくはタブによって区切るものとする。 
• レコード記述方法は、基本情報、指標観測座標、観測座標、終了番号を写

真枚数分、繰り返し記載する。 
• 焦点距離および座標の単位は、ｍｍもしくはμｍとし、同一とする。 
• 出力する座標系は数学座標系を標準とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TIERES3 の異なった
書式例。写真毎に交会

残差を表示。 

指標座標 

各点の座標 

写真のデリミッタ 

写真番号と焦点距離 
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4) 計算簿のファイル仕様は、次の通りとする。 
• 計算簿フォーマットは１行１レコードのテキストファイルとする。 
• 文字コードは、ASCIIコードとする。 
• レコード記述方法：テキストファイルの形式については特に定めず（フリ

ーフォーマット）、使用した空中三角測量プログラムの出力形式で可である。 
• 計算後の内容は採用した調整法、空中三角測量タイポイント較差表、パス

ポイントおよびタイポイント残差一覧表（独立モデル法）、交会残差一覧表

（バンドル法、セルフキャリブレーション付きバンドル法）によって異なる。 
• 座標の単位は、使用したソフトウェアの仕様に準じる。 
• 出力する座標系は数学座標系を標準とする。 
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5) 空中三角測量実施一覧図を PDF で作成するとデータ量が膨大になったり、一

度には数値化できない場合があったり、データの有効利用を妨げたりする可

能性があるため、DM 形式でも可である。その場合、次の制約を与える。 

• 図郭座標には［０，０］を記述する。 
• 座標は平面直角座標系とする（通常は左下を原点とする相対座標）。 
• 座標の単位は、mとする。 
• 図郭レコード(a)の「図郭識別番号」「図郭名称」「タイトル」で、地図
データとの区別を行う。 

 図郭識別番号は空白とする。 
 図郭名称は該当する成果品名を入力する。例：標定点配置図 
 タイトルは「測量成果電子納品」と入力する。 

• 空中三角測量実施一覧図の表現に必要な表現分類コードは、別途定義する。 
• 背景には作成された DM データファイルを用いるものとする。 

 

空中三角測量実施一覧図を DM 形式で作成する場合に、それぞれの表現に必要

な表現分類コードは次の通りとする。 

分類 
表現分類

コード 
項目 

データ

タイプ
備考 

9115 連結 線  

7413 主点 点  

8181 主点名称 注記  

7414 タイポイント 点  

空中三角測量

実施一覧図 

8181 タイポイント名称 注記 説明注記 
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注：三角点、水準点等の既知基準点は、公共測量作業規程の大縮尺図式を

用いる。 

  注：標定点配置図、水準路線図、対空標識点一覧図、標定図、刺針点一覧

図のうち、空中三角測量実施一覧図に必要なもので、それらが別途存

在しない場合には、それらのガイドラインにしたがって空中測量実施

一覧図に作成する。 

6) 空中三角測量実施一覧図をスキャナでイメージ化する場合には、以下の点に

留意する。 

・ スキャナでイメージ化する場合には、「４-１-２（1）1）アナログ資料

のスキャニング」に留意する。 

・ 各々図の大きさがスキャナの走査範囲より大きい場合は適宜分割して

作成する。この場合は、図の縮尺に準じて電子化する。 

・ 空中三角測量実施一覧図は、標定点配置図や水準路線図等と同一の図葉

に併記することが可能であるが、その場合でも空中三角測量実施一覧図

として該当するフォルダ（/CHIKEI/WORK/SATU_*）に複製を作成して指

定された命名規則で格納する。 

・ 空中三角測量実施一覧図ファイルを PDF 形式で作成する場合で、ファイ

ルサイズが 10Mbyte を越えるような場合、あるいは A3 形式を超えるよ

うな場合は、それぞれ 10Mbyte を越えないようなファイルサイズ、A3

形式を超えないような大きさに分割する。 

・ 複数のファイルに分割した場合には、ファイル画面の上部にインデック

ス（位置関係説明図）を入れることとする。 

7) 空中三角測量実施一覧図をPDF形式で作成する場合の背景となる地形図には、

国土地理院発行の地図画像を用いても良い。 

8) カメラキャリブレーションデータは、PDF 形式で必ずその他のフォルダへ格

納しなければならない。 
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(図化) 

表４-22 図化成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

図化素図  (対象外) － － 

基準点資料図  (対象外) － － 

標定記録簿  PDF /CHIKEI/WORK/ZUKA_* CZ*D1nnn.PDF

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK/ZUKA_* CZ*G2nnn.PDF

 

 【運用基準】 

1) 標定記録簿および精度管理表については、PDF 形式で納品する｡ 

 
【解説・補足】 

1) 図化には、数値図化が含まれる。 

2) 図化における図化素図および基準点資料図は、図化自体がアナログの成果を

求める作業であるため電子納品の対象外となっている。また、数値図化にお

けるモニタリングデータは、その成果を基に数値編集され、DM データファイ

ルとなることから電子納品の対象外となっている。 

3) 図化標定記録簿については、必要項目が満たされていれば図化機から出力さ

れた書式でも可である。必須項目は、次の通りとする。 

• 地区名  

• 作業機関 

• 点検者 

• 図名 

• 作業年月日 

• 作業員 

• コース番号 

• 写真番号 右 左 

• 使用機械 

• 図化縮尺又は地図情報レベル 

• カメラ 

• 標定要素 左 κ ψ ω f  

• 標定要素 右 κ ψ ω f 

• 座標点検 点名 座標ＸＹ 観測値ＸＹ ⊿ｘ ⊿ｙ ⊿ｘｙ 
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• 標高点検 点名 標高 観測値 ⊿ｈ 

図化機によって必須項目となる項目は、次の通りとする。 

• 機械縮尺 

• 標定要素 左 by bz φ Ω  

• 標定要素 右 by bz bx 

4) 精度管理表をスキャナでイメージ化する場合には、「４-１-２（1）1）アナ

ログ資料のスキャニング」に留意する。 

 
  (地形補備測量)  

表４-23 地形補備測量成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

地形補備測量図  (対象外) /CHIKEI/OTHRS CZ*J2nnn.XXX

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK/ZUKA_* CZ*G3nnn.PDF

 

【運用基準】 

1) 精度管理表については、PDF 形式で納品する｡ 

 

【解説・補足】 

1) 地形補備測量は、アナログ手法（４級基準点測量又は簡易水準測量に準じた

測量から等高線を描画、若しくは平板測量）による地形補備測量図を作成す

る手法である。したがって、この手法が採用されること自体、電子納品が不

要であることを示しており、電子納品の対象外となっている。また、TS を用

いる地形補備測量を採用した場合でも、その成果を元に数値編集され、DM

データファイルとなることから電子納品の対象外となっている。 

2) 精度管理表をスキャナでイメージ化する場合には、「４-１-２（1）1）アナ

ログ資料のスキャニング」に留意する。 

 
  (編集) 

表４-24 編集成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

編集素図  (対象外) － － 

注記資料図  (対象外) － － 

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK/ZUKA_* CZ*G4nnn.PDF
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【運用基準】 

1) 精度管理表については、PDF 形式で納品する｡ 

 
【解説・補足】 

1) 編集には、数値編集が含まれる。 

2) 編集における編集素図および基準点資料図は、編集自体がアナログの成果を

求める作業であるため電子納品の対象外となっている。また、数値編集済み

データは、その成果を元に補測数値編集され、DM データファイルとなること

から電子納品の対象外となっている。 

3) 精度管理表をスキャナでイメージ化する場合には、「４-１-２（1）1）アナ

ログ資料のスキャニング」に留意する。 

 
  (現地補測) 

表４-25 現地補測成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

現地補則の結果を整理した

藍焼図および編集素図 

 (対象外) － － 

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK/ZUKA_* CZ*G5nnn.PDF

 【運用基準】 

1) 精度管理表については、PDF 形式で納品する｡ 

 
【解説・補足】 

1) 現地補測には、補測数値編集が含まれる。 

2) 現地補測は、現状では電子処理の生産は当面見込めないため、現地補測の結

果を整理した藍焼図および編集素図は電子納品の対象外となっている。また、

補測数値編集済みデータは、DM データファイルに取り込まれることから電子

納品の対象外となっている。 

3) 精度管理表をスキャナでイメージ化する場合には、「４-１-２（1）1）アナ

ログ資料のスキャニング」に留意する。 
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  (地形図原図作成) 

表４-26 地形図原図作成成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル形

式 
格納フォルダ名 ファイル名 

地形図原図  (対象外) － － 

複製用ポジ原図(第二原図)  (対象外) － － 

地形図原図の藍焼図  (対象外) － － 

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK/ZUKA_* CZ*G7nnn.PDF

 

 【運用基準】 

1) 精度管理表については、PDF 形式で納品する｡ 

 

【解説・補足】 

1) 空中写真測量による地形図原図作成は、アナログ手法により地形図原図を作

成する測量手法である。したがって、この手法が採用されること自体、電子

納品が不要であることを示しており、地形図原図および複製用ポジ原図（第

二原図）は電子納品の対象外となっている。 

2) DM による地形図原図は、アナログの成果を求められていること、別途 DM デ

ータファイルが電子納品されることにより、電子納品の対象外となっている。 

3) 精度管理表をスキャナでイメージ化する場合には、「４-１-２（1）1）アナ

ログ資料のスキャニング」に留意する。 

 

（4） 修正測量 

表４-27 修正測量成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

地形図修正原図  (対象外) － － 

複製用ポジ原図(第二原図)  (対象外) － － 

地形図修正原図の藍焼図等  (対象外) － － 

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK/HETS_* CH*G3nnn.PDF

   /CHIKEI/WORK/ZUKA_* CZ*GAnnn.PDF

 

 【運用基準】 

1) 精度管理表については、PDF 形式で納品する｡ 
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【解説・補足】 

1) 修正測量には、数値地形図修正が含まれる。 

2) 修正測量による地形図原図等は、アナログ手法により地形図原図を作成する

測量手法であるため、地形図原図等（第二原図）は電子納品の対象外となっ

ている。 

3) 数値地形図修正による地形図原図は、アナログの成果を求められていること、

別途 DM データファイルが電子納品されることにより、電子納品の対象外と

なっている。 

4) 精度管理表をスキャナでイメージ化する場合には、「４-１-２（1）1）アナ

ログ資料のスキャニング」に留意する。 

 

（5） 写真図作成 

表４-28 写真図作成成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

複写ネガフィルム  (対象外) － － 

複写ポジフィルム  (対象外) － － 

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK CZ*G9nnn.PDF

 

 【運用基準】 

1) 精度管理表については、PDF 形式で納品する｡ 
 

【解説・補足】 

1) 写真図作成は、アナログ手法により写真図を作成する測量手法であるため、

複写ネガフィルムおよび複写ポジフィルムは電子納品の対象外となってい

る。 

 

（6） デジタル正射写真図 

表４-29 デジタル正射写真図成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

デジタル写真画像     

数値地形モデル     

デジタル正射写真図データ     

デジタル正射写真図     
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 【運用基準】 

 （なし） 

 

【解説・補足】 

1) デジタル正射写真図は、受発注者間の協議の上で納品成果物を決定する。 

2) ファイル名は、ファイル命名規則（地形測量成果）に準拠して決定する。 

3) ファイル形式は、汎用性の高いもの、再利用が高いものを採用する。 

4) 撮影若しくは空中三角測量の作業が行われた場合には、必ずカメラキャリ

ブレーションデータを PDF 形式でその他のフォルダへ格納する。 

 

（7） 地図編集 

表４-30 地図編集成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

編集原図  (対象外) － － 

注記資料図  (対象外) － － 

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK/ZUHEN_* CU*G1nnn.PDF

 【運用基準】 

1) 精度管理表については、PDF 形式で納品する｡ 

 

【解説・補足】 

1) 地図編集は、アナログ手法により写真図を作成する測量手法であるため、編

集原図および注記資料図は電子納品の対象外となっている。 

2) 数値編集で行われた場合には、DM データファイルおよび DM データインデッ

クスファイルにて電子納品する。 
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（8） デジタルマッピング 

表４-31 デジタルマッピング成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

DM データファイル  DM /CHIKEI/DATA/ CZ*B1nnn.DM 

DM データインデックスファ

イル 

 DMI /CHIKEI/DATA/ CZ*B2nnn.DMI

DM データファイル説明書  PDF /CHIKEI/DATA/ CZ*B3nnn.PDF

地形図原図  (対象外) － － 

複製用ポジ原図(第二原図)  (対象外) － － 

精度管理表  PDF /CHIKEI/WORK CZ*G8nnn.PDF

【運用基準】 

1) DM データファイルは、DM 形式で納品する｡また、受発注者間の協議により DM

形式に加えて、CAD 形式でも納品することができる｡ 

2) DMデータファイル説明書および精度管理表については、PDF形式で納品する｡ 

3) DM データファイルおよびインデックスファイルの拡張子は受発注者間の協

議により定める｡特に定めがない場合 DM データファイルは「DM」、インデッ

クスファイルは「DMI」とする。 

 

【解説・補足】 

1) DM データファイルおよび DM データインデックスファイルの納品は必須であ

り、CAD データはそれらを補足するものである。 

2) DM データファイルおよび DM データインデックスファイルは、どちらも公共

測量作業規程のディジタルマッピングデータファイル仕様の中に記載され

ているため、どちらも DM 形式として捉えられている。但し、物理的なファ

イルの単位は異なるため、拡張子は「DM」と「DMI」で区別してある。 

3) DM による地形図原図は、アナログの成果を求められていること、別途 DM デ

ータファイルが電子納品されることにより、電子納品の対象外となっている。 

4) 精度管理表をスキャナでイメージ化する場合には、「４-１-２（1）1）アナ

ログ資料のスキャニング」に留意する。 
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（9） その他の測量 

【解説・補足】 

1） その他の地形測量は、受発注者間の協議の上で納品成果物を決定する。 

2） ファイル名は、ファイル命名規則（地形測量成果）に準拠して決定する。 

3） ファイル形式は、汎用性の高いもの、再利用が高いものを採用する。 

4） 製品仕様に基づく地形・数値地形測量の場合は、データセット、品質評価

報告書、メタデータを電子納品成果とする。 

5） 新しい地形測量（地上レーザ測量、航空レーザ測量、直接定位など）は、

主要工程毎の資料、精度管理表と共に成果品を電子納品する。 

6） 撮影若しくは空中三角測量の作業が行われた場合には、必ずカメラキャリ

ブレーションデータを PDF 形式でその他のフォルダへ格納する。 

 

（10） その他 

表 ４-32 その他成果一覧 

対象書類 
書類 

作成者

ファイル 

形式 
格納フォルダ名 ファイル名 

測量機器検定証明書  PDF /CHIKEI/OTHRS ZOTJ1nnn.PDF

ファイル説明書  PDF /CHIKEI/OTHRS ZOTJ2nnn.PDF

 

【解説・補足】 

1) 機器検定証明書、ファイル説明書は、PDF 形式で納品する｡ 

2) 表４-31 に記載されていない測量記録、資料については、｢その他｣サブフ

ォルダに格納することとして、そのファイル形式等は受発注者間の協議に

より定める｡ 

 

 

(共通事項) 

オリジナルファイル、拡張したファイル等では、必要に応じてファイル形式、

レコードフォーマット等について説明したファイル説明文書の電子ファイ

ルを作成し、OTHRS フォルダに格納して納品する。 
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４-３-３ 事前協議事項 

（1） CAD等による納品方法 

空中写真三角測量実施一覧図、標定図、標定点配置図、水準路線図を PDF で

作成するとデータ量が膨大になったり、一度には数値化できない場合があった

り、データの有効利用を妨げたりする可能性があるため、DM 形式でも可である。

その場合、次の制約を与える。 

• 図郭座標には［０，０］を記述する。 
• 座標は平面直角座標系とする（通常は左下を原点とする相対座標）。 
• 座標の単位は、mとする。 
• 使用した作業規程で、地図データとの区別を行う。 
• 標定図などの表現に必要な表現分類コードは、別途定義する。 
背景には作成された DM データファイルを用いるものとする。 

 

（2） DMの拡張子 

DM データファイルおよび DM データインデックスファイルは、どちらも公共測

量作業規程においてディジタルマッピングデータファイル仕様として定義され

ているため、どちらも DM 形式として捉えられている。但し、物理的なファイル

の単位は異なるため、拡張子は「DM」と「DMI」として区別してある。 

これらの拡張子は限定されているものではないが、使用が望ましい。 

 

（3） 電子納品対象外の成果の扱い 

地形図原図などのアナログ成果は、電子納品の主旨に反するため対象外となっ

ている。 

また、空中写真ネガフィルムや刺針点表示密着空中写真などの成果は、数値化

によって原本性が保証できなくなるため対象外となっている。 

  




